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当校では 1982年より「生涯体育に視点をおいた授業実践Jに取り組んできた。 r体育の学び方
を学ばせ，体育・スポーツの生活化Jを目指し r自ら学び，自ら考えJ，自己を成長させていく「自
己教育力Jの育成をねらいとして実践してきた。今回の授業では，ソフトテニスを「ロビングからは

じめるJことによって，ボールの落下点の予測や移動するフットワーク，打球のための体のさばきな

どが身につきゃすいのではないか，また，サービス・サービスレシーブやボレー・スマッシュなどの

技能の習得に役立つのではないか，狙ったところにロビングで返せることは戦術を考えることにつな

がるのではないか，と仮説を立て実施した。 rラリーの続く」楽しさに，生徒たちが意欲的に，考え，
工夫し，技能の習得につとめ，ゲームの中でも工夫することがで、きる授業になったと思う。

1.はじめに

学習指導要領では，球技の中で包液能の内容「チーム

の課題や自己の能力に応じて運動の技能を高め，作戦を

生かした攻防を展開してゲームができるようにする。 J， 

②強度の内容「チームにおける自己の役割を自覚して，

その責任を果たし，互いに協力して練習やゲームができ

るようにするとともに，勝敗に対して公正な態度がとれ

るようにする。また，練習場などの安全を確かめ，健康

・安全に留意して練習やゲームができるようにする。 J， 

③学び方の内容「チームの課題や自分の能力に応じた課

題の解決を目指して，計画的な練習の仕方やゲームの仕

方を工夫することができるようにする。 Jとしている。

当校では，ソフトテニスを高校2年の女子に必修 (15時

間)として，高校3年男女に選択 (25時間)として実施

してきた。 1981年から実施してきた高校3年男女の選択

制授業では，学習指導要領の③学び方の内容「チームの

課題や自分の能力に応じた課題の解決を目指して，計画

的な練習の仕方やゲームの仕方を工夫することができる

ようにする。 Jを重視して，グループ学習の中で，お互

いに話し合いをしながら，生徒自らが学習計画を立案し，

生徒が実践・制面をし， r基本練習Jから「ゲーム」ま
で自主的に活動できるように取り組んできた。

ソフトテニスはダブルスを主として，後衛と呼ばれる

ストロークを担当するプレーヤーとネットプレーを中心

に行う前衛と呼ばれるプレーヤーがそれぞれの役割を理

解し，特長をいかして，パートナーと連携をとってゲー

ムをするというところに，その特性があると考える。サ

ービスやレシーブでポイントが終わるのでなく，ラリー

が続くことやそのことによってボレーやスマッシュの場

面がふえることは，ソフトテニスのおもしろさが深まる

ものと考える。高校3年選択の授業の中でも，練習では

ラリーが続いても，ゲームではラリーがあまり続かない

ことが多い，そのような中でたまにラリーが続くとプレ

ーする者も見ていた者も一気に盛り上がる場面がある。

そして，場の雰囲気ががらりと変わることがあった。そ

れは続いたラリーにプレーするものは集中し，見ている

ものはひきこまれて，ソフトテニスのおもしろさに触れ

たからではないかと思う。

2.研究のねらい

今回の授業では rラリーが続くJためには，ロビン
グからはじめることが有効なのではないかという仮説を

以下のように考えた。

①高く深いボールはすなわち滞空時間が長いことであ

り，そういうポールを打ち合うことによって，ポールの

落下点を予測することや，移動するフットワークやま11求
のための体のさばきなどが身につきゃすいのではない

か。そして，考え工夫することによって，スピードや球

質の変化したボールに対しても，それらのことができる

ようになるのではないか。

②ラリーが続くために必要なサービス・サービスレシ

ープやラリーが続くことによって必要になるボレーやス

マッシュなどの技能の習得に役立つのではないか。

③いろいろな球質(ストローク，ロビング，サービス，

ボレー，スマッシュなど)のボールに対して，狙ったと

ころにロビングで返せることは，戦術を考えること(r攻

撃」 ・・相手を走らせ，苦しい状況に追いやる rつな
ぎJ・・自分たちに時間的なゆとりを作ったり，苦しい

状況から 1本つなくヲにつながるのではないか。

技能習得の中心はロビングであるが，他の個人的技能

・対人的技能やフォーメーションなども絡めた学習場面

を構成しすすめていく。その中で，ロビングの持つ技能

全体の中での意味や，戦術として使うことの有効性と限

界などを理解し(わかる)， r攻撃Jと「つなぎJの場
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に応じて使い分けることができるようにすること(でき

る)を常に考えさせたい。そうすることで， rラリーの
続くJソフトテニスのおもしろさを味わえるゲームがで

きるのではないか，そのような授業をしてみたいと考え

た。

3.研究の手続き

1)研究の対象 広島大学附属福山高等学校

2年生女子 68名

2)期間 2∞4年 9--10月 16時間
3)研究の方法

図1の「ソフトテニスの学習についてj を生徒に提示

し，生徒が学習の見通しをもった上で，授業を進めてい

くことができるようにした。1.学習の計画のように毎

時間ロビングを練習のメニューに入れ，ロビングを有効

に使えるようになるため，ロビングについてより深く考

え，取り組めるように他の技能の習得にも努めながら，

ゲームができるようになることを目標にすすめた。

第1時間目は，初めて実施する(人が多いであろう)

ソフトテニスをわかることを第一歩として，また，授業

を効率よくすすめていくために必要な用語や技能・簡単

なルールなどを図2の事前アンケートを利用して説明し

た。また，グループでの役割分担や用具・コートの準備

などについて，第2時間目以降の授業がスムーズに進め

られるように説明した。

第2--3時間では，ラケットの持ち方，足の構え，ラ

ケットの振り方，など丁寧に確認しながら行い，バレー

ボールのネット (22伽 n程度)をはさんで，高さを出す

ことを考えながら打球する練習をした。

第4--7時間は，高いネットで練習した後で，通常の

高さのネットで，ストロークやサービス・レシーブを練

習した。また，ボレーやスマッシュの練習は，それぞれ

も技能の習得をめざすだけでなく，ボレー・スマッシュ

をされない高さのあるストローク(ロビング)も必要と

思えるように工夫してやった。

-238ー

主主'"IJ 

2 評笛の緑色'
①関心・意欧・鎗度
ア》市傭・片付けや鱒習 ゲームにおいて自分の役割を自覚して1111'を巣たすことができる.
イ】蝕冒やゲームでソフトテニスの療しさや甚rJ.を味わおうとしτいる.
ウ}範俊の安全や用具の管理をし.健康や食圭に留置している.
<:l思考・判断ア}自分の農屈を明らかにし.その震直解決のために工夫している.
イ〉自分や周りの人の桂健を把皇し.お買いにアドパイスすることができる.
岳筏鍵
Y)ロビングを中心としたストローク.サーピス.レシーブ.ポレー.スマッシュなどの控健を高めることができる.
イ》、っている銭1mを現"してゲームを行うことができる.ワ}帽手や自分のチームの伸長を把置し.作織をたてゲー1.削できる.
嘩知.-理解
ア}桂飽の構造や練習の仕方を1111帰している.
イ》ルールを理解しているウ》ゲームの置雷，審判の方訟を畑ヲている.

定
". 'O~守1・'"，哩-，耳""'..0.1.ヰ Cこe干冒圃
時項目 学曽内容
lオリエンテ

卸値

ション フトテエスの周舗・会肱飽・ルール・ロビングの観明
|申ーアイ

0'1曹の進め方
2動き・フォー 0基礎鱒習 ・-グフリッツトフワーク -1寺疎安" |ω②ーーイァムづ〈り -スイングの釜本

-ポール慣れとラケット慣れ ~-7 
。ロビング ・トスしたポールをワシバウンドで打つ.
-投げてもらったポールを打ち返す.

3働者・ 7.， jO基礎鱒冒 ・フットワーク ・スイングの基本
1②ーア1.づ〈り -ポール慣れとラケット慣れ

0ロピシグ ・トスしたポールをワンバウンドで打つ. ③ーア-担げてもらったボールを打ち返す. @ーア
-ロピシグのラリー《ストレート}

0.，.曹カードの配入

図1ー①.ソフトテニスの学習について1

時 瑚困 学習内容 評価
4個人筏植の敏

10サービス ・ファ ストサービス I~②ーーイゥ習 -セカンドサービス
。ロビング ・ロビシグのラリー《ストレート】 ~ーア-ロビングのラリー【クロス} @ーア

5個人t支障の鎌
10ロピング ・ロピングのラリ 〈ストレート} |③岨ーーアア膏 -ロピングのラリー{クロス}
Oサービスとレシーブ ③ーア
Oポレー ・正面のポレー @ーア

-7司rア，パック1:一揖ずつ動いてポレー
6個人篠飽の織

1
0ロビング ・・ロロビピンンググののララリリーー t【スクロトスレー〉ト} i③-j 冒
0ポレー ・正面のポレー ~ーア

-7.，ア.パックに-!Ioずつ動いてポレー @ーア-プォY-パックに動いてポレー。スマッシュ・その場でスマッシz
7個人後健の舗。

Oサロービンピスグ.レ・コシーースブ，を変ラえリー
るロビング i

団
hDJーーワアイ習

。スマヲシュ-Ilろに移動してスマッシュ ~ーア
0学習カードの記入 <J>ーア

8パートナと。
Oボロビレー
ングを中心としたラリ 也

qbJーーワア9の連拠
10 oスマッシュ ③ーィ
11 0簡易ゲーム・ルールを埋解し.審判することができる.<J>-ィ
uパトナーと 0ロピングを中心としたラリー ②(J)ー-ア7イの草創 。ボレー。ス"7シュ ③ーアイ

0簡易ゲーム・ルールを理解し.審判することができる.<J>-アイ
0学留カードの包人日リグ蝿 0グム ・・習ルー得ルしたをま理ま解飽をし使.相って互.にゲ審ー判すムをるす.る. |山~ーーイィ 申@ーーァゥ

Hリーグ鴨 10ゲーム ・・ル習ー得ルした銭鎗を使って，審ゲ判ーすムるを.する. li叫Eーーウワ 骨申ーーィゥを111111し相互に
"リーグ噛 1

0ゲーム ・習得した伎鑑を使って.ゲームをする.
I~③ーーアアイ@ウーアイ-ルールを隼解し.相互に審判する.

。学習カードの配入 @ーウ同学習のまとめ 0・後アンケート |姐士アイウ

図1ー②.ソフトテニスの学習について2



"前アンケート 5写( 】阻暑名前{

Z ソフトテニスで次の周絹の量味を知っている・E圏で・きなさい.

サービス

レシープ

ストローク

ロビング

ポレー

スマァシュ

フョ，ァ

，.ック

ラリー

アウト

フすールト

ダブルフォールト

レット

イン

ゲーム

マッチ

セット

チップ

ネットタッチ

ネットオーバー

ドリプル

2.どんなプレーがしてみたいですか?

7.サーピスでエースをEりたい.

イ.レシープでエースを取りたい.

ウ.ストロークでエースを取りたい.

エ.ネットプレーでポレーやスマッシュを決めたい.

オ.ラリーを躍げたい.

カ.ラリーを融けて.パートナーにボレーやスマッシュを決めてもらいたい.

キ.相手がミスするまで.ねばりたい.

タ.その他【

図2ー①事前アンケート1

3 どんな位健を身につけたいですか?

あ.グランドストローク い.サービス ラーレシーブ えロピング

aポレー かースマッシュ ~.ポジション <.フットワーク

けコンビネ-"ョン _.その他

4.ソフトテニスで知合ている己とがあれば.書きなさい.

5 ソフトテ=スのルールで知っていることがあれば.・きなさい.

6.ゲームに腸つためにどんなこと肌，e.1IだとEいますか?

7 聞いてみたいことがあれば.Ii!入しなさい.

図2-②事前アンケート2
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'1'胃カード s年組). 名前{

。まとまりIU'に.自己11‘置し忽さい.

Xできない企同々できる Oできる司いつもできる

.号 内容 1111-3 -7 ~日 -1S 

①ー 1グラウンドストロ タ白待穆盗騰はできているか.

① 2 ポールの落下点やはずみbがわかるか.

①-3 飛んで〈るポールの飛穆ラインと落下車への移動について理

解できているか.

①‘  打ちやすいとζろ《ラケットが十分ふれる位置}に移動する

ことができているか.

①-5 -・Eを決めることができ.強〈ポールをたた〈ことができて
いますか.

① 6 高〈打Eますることができていますか.ために..1:夫;ましたか.

① 7 調った思所に打てるようになったか.

①-8 何軍旗いたか{相手と合わせて).

② 1 8・冒でポレーはできたか.

~-2 織田でスマッシュはできたか. ν/ 
② 3 続冒でサービスは入ったか. ン/
③-4 舗留でレシープは遭ったか. /〆

1%>-5 ゲームでポレ ほできたか.
③ 6 ゲームでスマッシュはできたか. 〆/./ 
③ 7 ゲームでサ ピスは入るか. ン/ン/
1%>-8 ゲームでレシープlま返るか. ./ 〆/
③-1 ロビングで『理事』と『つなぎJを..できた治、 /〆

1%>-2 ラリーの中で.自分のIIIJ・にボレ 司令スマッシュをさせるこ/ / とができたか.

③-3 ラリーの中で‘ポレーやスマッシュができたか. /" v 
1%>-4 11術薗の工夫はあったか. ./ ./ 

図3ー①学習カード1

。まとまり毎に.記述しt.さい.

図3ー②学習カード2



司修後アンケート s年鯛書 名前{

1 ソフトテエスの面白いと感じたところはどんなところですか，

2 ソフトテニスが鐘しいと感じるところ砿どん怠ところですか.

3.自分のg民とその仕・について
t 】係

4.ルールでわからないところがありましたか.

S.ソフトテエスで得点になるのはどのよう怠決まり字が多いでしょう?

6.自分でルールを工夫できるとするとどんな点を改正したらよいとEいますか?

図4 毒磯アンケート

第8"'12時間は前衛と後衛の役割をはっきりさせ

て，サービス・レシーブからストロークとラリーを続け

る中でボレー，スマッシュのチャンスを待てるようにパ

ートナーとの連携を意識して，試合に近い形の中で，フ

ォーメーションやポジションについて説明しながら，簡

易ゲームに取り組んだ。

第13"'15時間は，正式なルールに近い形でグループ内

でゲームをした。

2 "'15時間について，授業のまとまり毎に，学習カー
ドで技能の習得状況を自己=制面させ，また，課題や，課

題解決に工夫したことを記述させた。

第16時間は学習のまとめとして，図4の事後アンケー

トを行った。それぞれの授業は，コートや用具の準備を

して，準備運動，活動，活動終了後，本時の反省と次時

の課題を話し合い，整理運動，片づけをして終了した。

活動は30分"'35分程度であった。

事前アンケート，学習カード，事後アンケートから

ロビングから始めることが技能の向上に効果をもたら

し，ソフトテニスの特性にふれることのできる授業とな

るか検討し，今後の授業の改善に役立てたい。

4.結果と考察

(1 )ソフトテニスの学習ではじめにしたいこと

ソフトテニスは中体連に所属する部員数は，数多い種

目の中でもトップクラスだが，テレビ放映はほとんどな

く，初めて見たり，初めてプレーするものが多く，生徒

たちがどのようなイメージをもっているのか，また，ど

のようにイメージさせればよいのか考えて， 1時間目の

オリエンテーションでは図2の事前アンケートを活用し

て，用語の解説や，ソフトテニスについて知っているこ

とや，どのようなフ。レーがしてみたいかといったことに

ついて考えさせ，理解を深めさせ，実態を把握した。

事前のアンケートの中で聞いた『どのような技能を身

につけたいですか』ということについては，表1にある

ように「スマッシユJが22.1%と多かった，これは，ソ

フトテニスの最も攻撃的で，魅力あるプレーとしてあこ

がれる部分かもしれない。「グランドストローク」と「ロ

ビングJの区別は生徒にとってはっきりとできていない

ところもあるが，合わせると17.7%であった，ソフトテ

ニスのプレーの中で大きなウエイトを占める技能である

ことは理解していると思う。 またIi'どんなプレーが

してみたいですか』ということについては表2にあるよ

うに rラリーを続けたい」が多く，それがソフトテニ
スの特性を理解する上で必要なことであり，そのことが

ソフトテニスを楽しむことができるということにつなが

り，ロビングからはじめることへの理解ができたのでは

ないかと考える。わからない・無回答が多いのは，これ

らの生徒は実際に始まってみないとわからないというこ

とで，正直なところであると思う。

表1.どんな技能を身につけたいですか

技能 人数 % 
あグランドストローク 11 16.2 
いサービス 10 14.7 
う.Lノ三rーフ、 10 14.7 
えロビング 1.5 
お;f乱fー 8 11.8 
ホスマッシュ 15 22.1 
き.オミえaン 。0.0 
く.フットワーク 4 5.9 
lナ.コンビネ.......... ション 5 7.4 
こその他 。0.0 
無担謄 4 5.9 
合計 68 1∞.0 
表2.どんなプレーがしてみたいですか

順位 1位 見 2位 覧 3位 見 合計 % 

ア.ザーゼスでエースを~刀司，、 41 5.9 91 13.2 71 1Q.3 201 9.8 

イ.1/:-ブでエースを限J担，、 31 4.4 6 as 51 7.4 141 6.9 
ウ.ストFサでエースを眠出，、 51 7.4 4 5.9 21 2.9 11 5.4 

エネyト:丸f 方1も戸やスマ‘ルュ
91 13.2 111 16.2 111 16.2 311 15.2 

を決め，f::i.、

オ.ラリーを錦すH 、 :lll 44.1 131 19.1 91 13.2 521 25.5 

カ.ラリーを錦ナて.パー+す--I:::;f{
1 1.5 81 11.8 101 14.7 

レーやスてFルュを決め枯らLサ品、

キ.相手カ急スするまで，ね国-JtこL、 31 4.4 5 7.4 101 14.7 181 as 

ク.そ叫也 31 4.4 。0.0 21 2.9 51 2.5 
コ.分から〆品、無回答 101 14.7 121 17.6 121 17.6 341 16.7 

関 1∞D 681 1∞D 関 1000 204 100.0 I 
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(2)課題を意識して，工夫しながら学ぶこと

今回の授業で使用した図3学習カードは，授業内容の

まとまりごとに課題・工夫したことを書かせ，また，技

能の到達度を自己=嗣面させた。図1の3.各時間の学習

の予定のように， (雨天のため，若干の内容の変更はあ

ったが)， 2. 3限では「動き・フォームづくりJ， 4 

限から 7限までは「個人技能の練習J， 8限から 12限ま

では「パートナーとの連携J， 13限から 15限まで「リ

ーグ戦」とした。それぞれ，生徒たちが課題としてあげ

たものを項目毎に分類してまとめたものが表3である。

表3.まとまりごとに出てきた課題

3限終了後 7限終了後 12席髄了錘 15隈終了後

オ宇一凡をよく見る
20 6 7 6 

ラケッN三当てξかど

手+I:Jt宇一~~λわる
11 9 6 4 

返せξ，J::ヨごすをなど

落下点lこ素早々鋤する
12 13 12 3 

ボーゾLと自分d粗艇と杭ど

涯bt:土こ引ゴTつ.
18 21 18 7 

豆瑠~ち返すなど

回三千Jグ，高山提打つ 8 3 2 o 

ラリーを業指すξFよど 2 2 5 8 

ポf-JLをヨントロールす'-Y.j:ど 2 7 3 2 

'{';fク"'¥:/十次トロークIごコバZ o 2 3 2 

サービスをλれみ4ど o 9 15 27 

レシーブロコ，、て o 9 6 7 

;t屯rー・ス守yンdごコ，、て o 3 5 

ゲームIゴ廻すること o o 4 5 

(複数回答，頻数)

初めてラケットを握ってまだ2回目の3限終了後で

は r相手コートにボールを入れるJや「ネットを越え
ることJというようにネットのむこうにボールをとばす，

とにかく返すといったものが11人， r狙ったところに打
つJ. r相手のところに返すJが18人 rロビングJr高
い球を打つ」が8人と打球に関することが圧倒的に多い。

「まだボールにうまくあたらないJ， r空振りが多いJ
といったものも20人と多い，また rボールの落下地
点への移動」や「いい位置に動くJをあげたものも 12

人で，とんでくるボールに対する反応やラケットという

道具を使うことが難しいと考えられる，また，フットワ

ークが重要であると気づいたものもいた。

4時間から7時間までは，ロビング，サービス，ボレ

一，スマッシュといった技能の習得をめざした。その聞

の課題としては，ボールを打つことに多少慣れてきたの

か， r空振りをしないように，ちゃんと相手に打つJな
どは，減ってきた。 rコートに入れるJ， r落下点に素
早く移動するJ， r狙ったところに打つJ，はあまり変
わっていない。新しく始めた「サービスを入れるj， rレ
シーブを返す」ことを課題にあげたものが増えた。

8時間から 12時間では，個人技能の練習のあとに，そ

れぞれの技能ーサービス，レシーブからストロークやボ

レー，スマッシューを使えるように，簡易ゲームを実施

した。そこでの課題は，個々によって差が出てきて，広

がりが現れてきている。「ボレーやスマッシュについて」

や「ラリーを続けるJが増えてきた。また， r試合を成
立させるj という課題は，サービスから始まり，それぞ

れの技能が必要であるという，すべてが包括されている

と思われる。 rゲームのルールや流れを理解するj こと
も必要なことであり，ストロークに関しても「ネットに

かからず，アウトにならないぐらいのボールを打つJr落
ち着いて臨機応変に打亨求に対応するJ，ゲームの中では

「前衛，後衛の役割を果たせるようにする。 Jなどの課

題が出てきた。

13時間から 15時間までは，グループ内でゲームを行

った，ゲームにあてる時間があまりないのでlゲームマ

ッチで、交代をはやくできるように促した。そこではます

ますサービスが重要で「ダブルフォールトで試合が決ま

ってしまわないようにしたい」などが多くなった。他に

も「試合で活躍することJや「試合をスムーズにすすめ

るJことのほか，より必要と考えられる技能について以

下のように出てきた。 r守備の位置，前衛なのに後衛に
いたり(ポジション)J r試合中にボレーやスマッシュ
などを臨機応変に使えるようになりたいJ r審判もしっ
かりやるJ rゲームの中でも続くような球を打つJ r得
点を意識しながらゲームするJ rどんな球でもあきらめ
ずに追いかけるJ rラリーが少しでも続くようにするJ
など，ゲームをする中で自分に足りない部分のことが課

題として現れている。

授業の進行と同時にそれぞれの技能の習得状況によっ

て，課題が変わってきていることがわかる。

工夫したことについては，表4にまとめた。
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表4.まとまりごとに工夫したところ

表3.まとまりごとに出てきT這果題

3限終了後 7臨終了後

ポ:-)(そよく見る.
20 6 ラウ円yトに当てるなど

コートr~~-)\;を入れる，
11 9 返せるようlごするY与ど

ポ洛ー下ル京と1自3分Z早ムのrくE移回車世庁と4るb.お 12 13 

狙ったところに打つ，
18 21 

正砲こ打ち返すなど

ロビング，高い球を打つ 8 3 

ヲトを続ける3など 2 2 

12臨終了話

7 

6 

12 

18 

2 

5 

(複数回答，頻数)

3限終了後では，まだ，上手くラケットでボールをと

らえられてなくて rボールをよく見る」ようにするや，
フォームやラケットの握り方の確認やスイングやラケッ

トの面の向きなどを工夫し考えながらやっているところ

である。 7限終了後のところから増えてくるのが r相
手のところに打つJ， r狙ったところに打つJというこ
とで，徐々に打つことができるようになってきて，さら

に相手に返すために，ラリーを続けるために，考えて工

夫したようだ。また r上手な人を見るJ r上手な人に
聞くJ rお互いに助言するJことも活発になってくると
ころである。8限から簡易ゲームを取り入れた頃からは，

「ボールの落下点にいくJ r速く走るJことがふえ，ポ
イントを失わないためには，返すことが重要となり，ポ

イントに勝ち負けがつくと，あせらず「落ち着いてJプ

レーすることが大切であることに気づいたものもいる。

また， 13限から始めたゲームのためには「サービスが入

ることJが大きなウエイトをしめ，生徒はトスの高さや，

立ち位置など工夫している。サービスコートは大きくし

たいという意見も多く出た。また，基本に戻ってフォー

ムやラケットの握り方などに改めて工夫する生徒もい

た。

番号

CD-ー1

CD--2 

任)-3

任)-4

CD--5 

CD--6 

<.Dーフ

~ー1

信)-2

信)-3

~ー4

o--5 

o--6 

~ー7

o--a 

-242-

表5.まとまりごとの自己評価 (%) 

肉容 隈 。O ム × 

-3 14.7 45.6 26.5 11.8 
グラ"lAなトF ークの

~フ 23.5 47.1 25.0 2.9 保豪華割まできている
-12 29.4 54.4 13.2 0.0 ヵ、。

-15 36.8 50.0 7.4 0.0 
-3 8.8 33.8 39.7 16.2 

;fもー凡A1)落下点制ま -7 20.6 39.7 30.9 7.4 
ずみヌ拍匂コかるか。 -12 22.1 44.1 29.4 1.5 

-15 26.5 48.5 19.1 0.0 

飛んでくξ帰一'll-<1.滞 -3 8.8 27.9 41.2 20.6 
羽ちインむ宅了下点への -7 10.3 36.8 48.5 2.9 
移劃1ごコ，、て玄室解でき -12 13.2 55.9 26.5 1.5 
てL、るヵ、。 -15 25.0 54.4 14.7 0.0 

打ちやす1.、ところ(ラ -3 8.8 2.9 51.5 8.8 
ケットがHt，5.;hる位 -7 10.3 36.8 50.0 1.5 
置:)1コ参勤することが -12 16.2 45.6 35.3 0.0 
て莞雪て¥.、を'iIJ、。 -15 23.5 42.6 27.9 0.0 

軸足を渉助ることカ句 -3 4.4 30.9 4.4 19.1 
き、強(;r--}v，をTゴポ -7 5.9 39.7 50.0 2.9 
ことができてL申す -12 10.3 50.0 35.3 1.5 
ヵ、。 -15 17.6 45.6 30.9 0.0 

-3 10.3 33.8 41.2 13.2 
高j(打球することがで -7 8.8 44.1 42.6 2.9 
きていますか。ため

-12 14.7 61.8 19.1 に、ヱ剥;tLt:dJ、。 1.5 
-15 14.7 63.2 14.7 1.5 
-3 0.0 13.2 33.8 51.5 

狙っt::J訪折l=trてるよ -7 0.0 14.7 61.8 22.1 
うにヨなったコ白、。 -12 0.0 27.9 61.8 7.4 

-15 0.0 42.6 47.1 4.4 
-3 1.5 10.3 26.5 38.2 

緋冨~→まできた -7 5.9 51.5 33.8 4.4 
ヵ、。 -12 10.3 57.4 25.0 2.9 

-15 11.8 51.5 23.5 5.9 
-3 ~ ~ ~ ~ 

練習でス守yシュIまで -7 1.5 30.9 30.9 29.4 
きずこカ、。 -12 1.5 23.5 32.4 36.8 

-15 2.9 29.4 33.8 26.5 
-3 ~ ~ ~ ~ 

練宮でザーピスは入つ -7 4.4 42.6 36.8 10.3 
T功、 -12 8.8 52.9 29.4 2.9 

-15 20.6 44.1 25.0 2.9 
-3 ~ ~ ~ ~ 

お程雪t.'¥...Iシーブは湿っ -7 1.5 30.9 51.5 10.3 
t=ヵ、。 -12 7.4 45.6 38.2 2.9 

-15 20.6 50.0 22.1 0.0 
-3 0.0 2.9 14.7 41.2 

ゲーム万f竜f→までき -7 0.0 7.4 27.9 38.2 
たコ由、。 -12 0.0 23.5 38.2 26.5 

-15 1.5 36.8 33.8 19.1 
-3 ~ ~ ../' ~ 

ゲームでスマyシュは -7 ./"・/"~ ~ ~ 
て定たヵ、。 -12 1.5 4.4 19.1 63.2 

-15 1.5 11.8 23.5 55.9 
-3 /〆/~ ~ ~ 

ゲームて丹』ゼスIま -7 ~ ~ ../' ~ 
入ξ泊、。 -12 7.4 41.2 25.0 14.7 

-15 10.3 42.6 33.8 5.9 
-3 ~ ~ ~ ~ 

ゲームでレシーブは湿 -7 ~ ~ ../' ~ 
ξ泊、。 -12 4.4 39.7 33.8 10.3 

-15110.3 150.0130.9 1.5 



番号 内容 限 。O ム × 

-3 / ~ ~ ど三三
ロビングで「攻撃』と -7 1.5 5.9 26.5 33.8 ③-1 「τえ長引を競設でき

-12 2.9 14.7 30.9 44.1 たか。
-15 5.9 23.5 41.2 22.1 

ヲト劫中で.自分 -3 / ~ ~ レ三こ
の前倒:::;tミrーやス -7 / ~ ~ lどど③-2 マッシュをさせること -12 1.5 11.8 27.9 51.5 
カ号できたヵ、。 -15 2.9 20.6 30.9 38.2 

-3 / / ~ 」こ
ヲJーの中で、オ札ー -7 /〆 ~ ~ 〕三三@-3 やスマァンュカ号でき

-12 0.0 17.6 33.8 41.2 tdJ、。
-15 4.4 17.6 29.4 39.7 
-3 
4どどここ ど三 /イfヒ玉戦術面の工期まあっ -7 ~ ~ ③-4 たカ、。 -12 1.5 5.9 19.1 64.7 

-15 5.9 11.8 44.1 30.9 

。いつもできる Oできる ム時々できる ×できない

課題をみつけ，やってみる，聞いてやってみる，考え

てやってみることができたのではないかと思う。

できるようになったこと，できないでいることを自己評

価していったものが表5である。

飛んでくるボールに対する「待球姿勢」をつくること，

「ボールの落下点やはずみ方J r飛球ラインや落下点へ
の移動」か耳醗や r打ちやすいところへの移動J r軸
足をきめるJことが，それぞれ，時間をおうごとに rで
きないJr時々できるJから「できるJrいつもできるj
にかわってきている。 r体の向きを工夫し」たり， rラ
ケットの面の向きを工夫し」たり， rスイングのスピー
ドをゆっくりしJたり rいい位置で打てるように足を
動かしたJ， rボールと自分の位置J， r打点の高さに
気をつける」などの工夫は，高いネットを使い，高く深

いボールを打つことによって，時間的なゆとりの中で，

できたものと思う。 r高く打球し，そのために工夫」す
ることができたものが，当初は44.1%だったものが，最

終的には77.9%になっていることからも，技能が向上し

たといえる。

サービスやレシーブは，それらに取り組み始めるとき

に，新たな課題としてでてくる。サービスの練習を始め

ると， トスの高さや体・ラケットに向きや振り方などを

工夫して，技能の習得に努めようとし，サービスが入れ

ば，レシーブを返すという課題ができる rラリーにな
らないのでレシーブを返したいJ， r振り遅れないよう
にJ rボールをよく見る」といった工夫は，ラリーにつ
なげたいという気持ちがあるからだ、と思う。また rゲ
ームでボレー・スマッシュをしたい」や「ポイントでき

るようになりたいJなど，それらの技能の向上にも意欲

を持つことができている。

事後アンケートで，ゲームの中で得点になるのはどの

ようなときか問い，まとめたものが表6である。

「ダブルフォールトJなどサービスに関わるものが多

く rレシーブJは返せないと短く打ってポイントとな
ったものも含めた。ボレー・スマッシュは自己制面の②

-5， 6ではあまり多くなく，経験の少ないわりに，印

象として心に残るものであると思う。ネット，アウト，

ミスはラリー中のものだけではないと思うが r相手の
いないところへの返球J r左右に振って相手を動かす」
「打ちにくい場所に打つJ r二人の聞に打つJ r返せた
ものの勝ちJrロビングの打ち合いJrライン際に打つj
ことは，ロビングをゲームの中で活用できたところもあ

り，ロビングからはじめ取り組んできたことの効果が現

れているものと考える。

表6.得点、になる決まり手は? (複数回答)

項 目 頻数 合計

サービス 1 2 

サービスエース 5 38 

ダブルフォールト 2 1 

レシーブ 8 8 

ネット

アウト 6 1 7 

ミス 1 0 

ポレー 22 

スマッシュ 1 5 39 

ラリー中に前衛がとる

速いポール 4 4 

相手のいないところへの返球 4 4 

左右に振って相手を動かす 一2 2 

打ちにくい場所に打つ 2 2 

二人の聞に打つ 2 2 

ライン際に打つ 7 7 

ロビングの打ち合い 3 3 

返せたものの勝ち

(3)ソフトテニスの面白さ・難しさを考えること

様々な課題をみつけ，工夫することは，そのことに興

味を持つか，克服すべき目標を持つことができるかが大

切で，そのことによって，技能の習得や理解の深まりが

できると考える。ソフトテニスを始めたとき，ラケット

にボールが当たらないことを多くの初心者は体験する。

そこから， rボールとラケットがあたるJようになり，
その時:]1求音J， r飛んでいくボールを眺めるJことが
できはじめ，おもしろいと感じる。次第に夢中になって

「ボールを追いかける自分に気づいJたり r流れる汗
に仇感Jを感じたり r:運動を通した気持ちよさJを感
じたりすることもある。できないことができるようにな

り，意欲が増すことで，上達し，ラリーが続くことを楽
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しんだり，ラリーが続かないことで続けるにはどうすべ

きか工夫をしたりすることにつながってくる。また，他

の人と比較したり，まねをしてみたり，話し合いをして

課題解決の方法を探ってみたり，意思の疎通を楽しむよ

うになる。表7にあるように 生徒はとても意欲的に，

考え，工夫し，上達しようとしたことがわかる。とりわ

け， rラリーが続くJことに，興味を持ち工夫し，おも
しろさを発見したことに本授業に意図したものがあらわ

れていると考える。

表7.ソフトテニスがおもしろいと感じたところは

どんなところですか

「ポールが飛んでいくことJ

・ラケットにうまく当たればすごくきれいにとぶところ ・ボール

の動きが大きい ・ボールを打つときスカッとするところ ・ボー

ルが遠くに飛んでいくこと ・ボールの音が好き ・ラケットでボ

ールを打ったときの感触と音 ・打球の音 ・ラケットをふりぬく

ので，いい音がして，気分が良くなる ・ボールを打つこと ・思

い切りボールをたたくこと ・ボールを打つ感覚がおもしろい

-ポールが打ちやすいところ ・ポールがよくはねるからねらいや

すかったし，とてもうちやすかった ・少しの力でよくとぶのでお

もしろかった ・硬式と違ってボールが柔らかいので，打ちやすか

ったところ ・ポールがラケットにうまくあたれば比較的打ちやす

いところ ・ラケットにボールがあたって，いい音がして青空に黄

色いポールが飛んでいく爽快感 ・ボールが柔らかくて，あたって

も平気なところ ・思いきりラケットを振れること ・ボールがス

ーツと飛んでいく時

「体力・運動J

・打ったり，走ったり，色々な運動が入っているところ ・ボール

を追って走ること ・小さなボール一つで本当にいろいろなことが

できるんだなあと思った ・そんなに激しくなかったところ ・ボ

ールとかラケットとか，動かすのが難しいところ ・ボールを返す

のに，すごく走ったり，打ちやすいところまで回り込まなければい

けなくて，大変だったけど，逆にそれが楽しかった ・ボールをラ

ケットで打った時の感触がいいのと，ゲームでは程よい距離を走っ

て打ちに行ったりするのが面白かった ・体力がなくてもそこそこ

できる ・ボールを走って追いかけるのが楽しい

「ラリーが続くJ

・ずっと後衛同士でラリーをしていると，思ったら，前衛の人がボレ

ーでリズムを変えるなど，色々な流れを作れるところ ・練習や試

合でいくらかラリーが続いたとき

・ちゃんと打てて，ラリーが続くときのあの体力が消耗されていく

感じが好きです ・ストロークの練習をみんなでして楽しかった

.ラリーが少しでも続くと楽しかった

・ペアと乱打すること ・打ち返すこと ・ペアを組んでラリーを

続けたりするところ ・ストロークが続いたとき

-ラリーが続くととてもおもしろく，スマッシュやポレーも決まる

とすごく気持ちいいし，みんなで喜びあったして良かった ・ラリ

ーが続いたりしてみんなでキャーキャーさわげるところ ・コート

に入った瞬間やラリーが続いたとき ・相手とラリーが続いたとき

の緊張感 ・ラリーが続くと楽しかった ・ラリーが続いたりする

と，テニスをしている感じでおもしろい ・ボールを打ちかえすの

が，面白かった ・サーブがコート内に入った時や，レシーブが返

せ，打ち合いになった時すごく楽しい ・ラリーが成功すれば，打

ち合えるのは楽しい ・ゲームや乱打であいてと打ち合いをすると

き ・ちゃんとドライブのかかったボールがかえると楽しかった

・きたボールを打ち返すこと ・うまく打ち返せるとどんどんラリ

ーが続くところ

・ラリーが続いて，ポレーなんかをやっても相手が打ち返す，白熱

する ・しっかりレシーブがコートインするようになって，点がと

れたりすること ・ボールが打てると，楽しいと思えた ・ラリー

が続き出すと本当におもしろいとd思った ・左右に打ち分けができ

た時 ・ラリーが続け』式いろんな動きができるのが楽しかった

-打てそうにないようなボールを拾えた時 ・ラリーがうまく続い

た時・ボールをうまく打ち返した時 ・ラリーが続くとテニスをし

てる感にひたれる ・ラリーが続いた時 ・ボールを追って打ち返

すところ ・打てなかったサーブが打てるようになったり，ラリー

が続くようになったり，上達していくとこや，ゲームでサービスが

決まったり，ラリー中にポイントをとることができたら，嬉しかっ

たしおもしろかった ・ラリーが続いた時 ・ラリーが続くところ

-ラリーが続いた時 ・相手とラリーを続けれたところ

-ラリーが続いてゲームらしくなってきたところ ・ラリー

が続いた時 ・ラリーが続いたりしたらおもしろい ・ラリーが続

いたところ ・相手とのラリーが続いたところ ・ある程度の練習

でラリーが続くようになること・ラリーが続いたり，勝ったりした

時 ・相手とラリーが長く続いたところ ・のりはじめたらラリー

が続くところ・ボールが上手く相手コートに返るととてもうれしい

・得点が入るよりも，ラリーが続いた時の方が楽しい ・ラ

リーの時，相手の人が打ちやすいところをねらえた時・だんだん回

数を重ねていくうちに，ラリーも続くようになったり，ゲーム中に

ボレーやスマッシュができたところもおもしろかった ・ボールが

うまく打ち返せたり，ラリーが続いたりした時 ・自分の狙いどお

りにボールが返ったり，上手いサーブが入った時 ・当たったらう

れしい ・たまに上手くポールが打てた時

「サービス・ポレー・スマッシュJ

・サーブがするどく入るととても気分がよい ・サーブがきれいに

決まった時 ・サーブを入れること・サーブが入った時 ・サーブ

がちゃんと入るとき ・ボレーをすること ・ラリーの勝負で決ま

るんじゃなくてボレーやスマッシュなどもあって変化があってお

もしろい ・ラケットでボールを打つのが楽しい ・いろいろな技
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があって，場面に応じて使い分けるので展開がはやくて楽しい

「ペアJ

・ダブルスで二人一緒に頑張ること ・相手の動き方を見て判断し

，ボールをよくよみとること ・ペアのチームワークが必要なとこ

ろ ・ベアでやるのでおEいに励まし合えるところ ・ペアとの連

携 ・試合や練習でとにかくみんなで和気あいあいと楽しめるのが

良かった ・ボールを打ち返すことによって相手とより親密になれ

る ・チームでプレーするより個人プレーの方が好きなので楽しか

った・みんなとできること

「試合』

・試合をすること ・ゲームをして勝ったとき ・ゲームをして続

くと楽しかった ・試合がきちんとできたところ・サーブレシーブ

と試合が楽しい ・ゲームができたのでおもしろかった ・ゲーム

中，自分の打ったポールが決まったところ

「その他j

・とにかく楽しい ・全体的に面白い ・細かいルールがいっぱい

あるところ ・フォームがきちんとしていないと返らないというの

も難しい反面，面白かった ・練習するにつれて少しずつでもうま

くボールが打てたり，サービスができるようになった時もすごい嬉

しくて面白かった

-最初はできなかったことがだんだんできるのが嬉しくて楽しかっ

た

ほとんどの生徒はソフトテニスをおもしろいと感じ

た。しかし，そのことはまだ様々な課題を克服しなけれ

ばならないことにつながる。表8の「サービスが入らな

いJ， r)思ったところに飛ばないJ， rボレーやスマッ
シュもしてみたいJ，次から次へとやってみたいことが

あらわれる，このことはさらなる向上心につながり， rわ
かりJ→「できるJにつながると考える。

表8.ソフトテニスが難しいと感じるところはどん

なところですか

「打球することJ

・ボールが，思ったところにいかないこと ・ボールにカが伝わらな

い感じがすること ・思った通りの場所に打てない ・ポールをよ

く見ていないと，色んなところにとぶところ ・ボールがあまりは

ねないので，打つときは肩からd思いつきり振らなくてはならない

・ボールがラケットにあたらない，当たっても思った所に飛ばない

-球を打つときの力加減(ホームラン続出) ・たまに変な方向

にボールが飛んでいくし，飛んでくる ・力加減が微妙だと思う

・打ち方やボールを打つときのラケットの角度や力加減などの少し

の違いでボールが大きく飛んだり，小さく飛んだり，低くなったり

するところ ・球を自分の思うように動かせないところ ・面の向

きによって球の方向が側沙にずれたりするところ ・球が小さいか

ら，うまくラケットの中心に当てられなくて，方向が定まらなかっ

たり，大きくなったり，ミスばかりになるところ ・昨日打てた球

は，なぜか今日は打てなくなっていたりすること ・ラケットの面

を真っ直ぐにして打つのがなかなかできなくて，妙な方向に球が飛

んでしまうこと，とくにパックハンド ・パックハンドやボールが

思うように飛んでいかないところが難しかった ・全部難しかった

，特にサーブを入れること，思った所に返すことがなかなかできな

かった ・ボールが軽いしやわらかいので，どこに飛んでいくか分

からないし，ボールが曲がったりして，とりにくい ・バドミント

ンをしていたせいか，パックの打ち方が難しかった ・ボールをラ

ケットに当てても，狙ったところに打ち返せなくて，コントロール

するのが，すごく難しかった ・打っても距離が飛ばなかったり，

弱かったりでネットにすぐひっかかってしまったところが難しか

った ・パックがどこに飛んでいくか分からないところ ・ラケッ

トにボールがあたっても，思った通りにねらい所へ行かないし，ま

ず，ラケットにボールを当てるのが難しい ・相手に向かってポー

ルが飛ばなくて，変なところへ行く ・思うようにポールが飛ばな

い，力の入れ加減がよく分からない ・カが強いとアウトになって

しまう ・硬式と違って軽く打つときでカがいるところ ・ボール

がどんなふうに当たったら，どんなふうに飛ぶかが全然分からなか

った ・どうしても飛びすぎるので困った ・ラケットの当たる位

置ゃあたり方によって，ボールの動きが違ってくるところ ・自分

が，思ったとおりにプレーできないところ ・レシーブが打てない

・ポールが飛びすぎるところ ・ポールがやわらかく軽いので，ポ

ールの軌道がよく変わるところ ・飛んできたボールに対して，さ

まざまな打ち方で攻めること

・ボールがラケットにきれいに当たらない ・思った所に飛ばない

-硬式とはラケットの持ち方が違うこと・打つカがいること ・

手首を返してしまって，ネットにひっかかってしまう ・ちゃんと

ボールを返す ・思う方向，高さにコントロールできない ・なか

なか，思った所に返せない ・レシーブができない ・コート内にポ

ールが入らない ・飛ばしすぎると，コート内に入らない ・思う

ようにボールが打ち返せない ・狙ったところに打てない

-空振りをする ・ボレーやスマッシュ ・ボールがどこに飛ぶか

分からないときがある ・なかなか思うようにポールを打てないと

ころが難しかった ・ボールの弾力やラケットの手の返し方などで

どこに飛んでいくか分からない・低いボールが飛んできたとき，打

ち方を工夫しないといけないところ

「ザ」ピス」

・ダブルフォールトが続くととくに何もしないまま試合が終わって

しまう ・ダブルフォールトをしてしまうところ・サーブの時，決

まった範囲でバウンドさせないとフォールトになってしまうこと

・サーブが入らないと自動的に負けるところ ・サーブを小さい

コートに入れなければならないところ ・サーブを入れること ・

サーブが入らないとゲームが始まらないところ ・サーブがなかな

か上手にできない ・サーブが半分くらいしか入らなかった
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-サーブが決まらないとゲームが始まらないところ ・サーブが入

らない ・正式ルールでのサーブはなかなか上手く決まらなかった

-サービスを入れること ・サービスを指定範囲に打たなければ

いけないところ ・サーブが入らないとき ・サーブが入らない

-コートの中の決まった部分にサービスを入れないといけないこと

「落下点の予測J

・ワンバウンドしてからどこまで近づけばいいのかわからないとこ

ろ ・まだまだボールが落ちてくるタイミングや，落下点があまり

分からないので，打ちやすいところに動くのが難しい ・ボールと

自分との間合いがうまくとれないところ ・自分の思うようにポー

ルが動かないところ，常にボールが予想以上にはねるので，タイミ

ングがつかめず空振りしてました ・ボールの打ちやすい場所に移

動すること ・短い球を走っていって打つこと ・ボールのくる位

置に早く行きすぎると，逆に力が入って空振りをしてしまう ・ラ

ケットを持つので，手の長さより長くなるので，ボールとの位置関

係か瀧しかった ・ボールとの間隔をいい具合の保つこと ・ラケ

ットの分の長さを考えなければいけないので，ポールとの聞のとり

かたか灘しかった

・届くと思って振ったラケットがうまく面に当たらなかった ・ボ

ールとの距離嘩 ・ラケットは自分の手と少し遠いところにあるの

で間隔をつかむのが大変だった ・ボールが一度地面をはねて打つ

際のラケットとボールの距離感がなかなかっかめなかった

「相手J

・相手がいることやボールの動きに合わせるところ ・相手が打っ

てきたポールを打ち返すところ，走っていくのが大変，ラケットに

あててもコートに入らない ・相手がいることなので，相手の動き

も考えながら自分の動きも考えて動くのか難しかった ・相手との

やりとりがうまくかみ合わないと全然打てないところ ・相手の動

きを読む

・自分が打つべきかどうかの判断 ・ゲームではチームプレーが必

要とされること ・ペアの人と息を合わせる

「風などJ

・球が風に動かされるところ ・天候や場所に左右されやすく，打

ち方によってボールのはずみ方が違うところ

・風などによって思、うようにボールが飛ばないことも，天候によっ

て左右されやすいスポーツだと，思った ・風の影響 ・風に流され

やすいところ，風に流されて予想、もできないところにボールが落ち

，しかもそれが入ったとき

-風でボールが流されたとき ・風でポールが変なところに入って

しまうところ ・ボールが軽いので，飛びすぎたり，風の影響を強

く受ける ・風が吹くとボールが違うところに飛んでいく ・風な

どに左右される ・コートの石や盛り上がりで変則的な飛び方をす

るときがある

「ラリーj

・最初のー打でミスをしたら，後が続かない ・狙った方向にボー

ルを打つこと，ラリーを続けること ・ゲームで打ち返せない

細かい調整がで、きなかった ・ボールが高く上がると打ち返しゃす

いけど直線的にくると難しい ・ラリーをうまく続けるところ ・

ラリーを続けること ・お互いテニスに慣れていないとラリーが続

かない

-ラリーを続けること ・ラリーが続かないとき

.ラリーが続けれない

(4)授業で工夫できること
ゲームが単元の終盤に来てしまい，ゲームをする中で

出てくる課題は期民できないまま単元が終了してしまう

ことが多い。今回の授業では，サービスに対する課題が

多かった。事後アンケートで聞いた「自分でルールを工

夫できるとするとどんな改正をしたらよいと思います

か」では，ほとんどがサービスに対するものであった。

「サーブの本数を増やすJ rサーブは2回でなくて， 3 
-5回にして欲しいJ rサーブのコートを大きくするJ
「サーブを受けるのは2バウンドでもよいことにする」

「サーブは2人のどちらが受けてもよいJなどである。

ゲームで，サービスをサービスコートに入れること， 2 

回しかチャンスがないことがサービスの難しさでそのこ

とを多くが感じることには少し驚いた。また，時間の都

合とルールにこだわり， 1ゲームマッチ， 4点先取にし

たことが，生徒にとっては1点の厳しさを感じ，プレッ

シャーを感じながらのプレーになってしまったようだ。

「もう少しポイントを増やして欲しい」については，正

規のルールでファイナルゲームとなる7点先取などでも

よいと思う。また，もっと早くからサービスの練習に取

り組んだり，打ち方を柔軟に考えることも必要だったと

考える。

また，サービス以外にあったのは「コートを大きくす

る」や「人数を増やすJ rネットを低くするJ rライン
にこだわらないJで，これはラリーが続くことのおもし

ろさを追求していることだと思う。

5.まとめと今後の課題

初めておこなうソフトテニスをどのように，理解し，

思考し，工夫し，技能を習得することができるようにな

るか， rロビングからはじめるJことがそのことに効果
があるのではないかということで今回の授業をすすめ

た。ねらいにそってまとめをしてみた。

①「ボールが高く上がると打ち返しゃすいけど，直線的

にくると難しい」とあるように，ネットを高くして，そ

れを越そうとすることで，自然に高いボールを打ち合っ

たことは，ボールの飛び方，はずみ方，落下点を見つけ

ることに効果があったと思う。狙った場所，相手のみや

すいボールや場所に打とうとしていたことは，ラリーが
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続くことがおもしろいことが，多くの生徒に理解され，

そのためには，より早く移動しようとしたり，フォアに

回り込むといった，フットワークや体のさばきを工夫し

たことにも見られる。また，スピードや球質の変化した

ボールに対して不十分なところもあるが早く構えるやラ

ケットを早く引いてみるといった工夫も見られた。

②サービスやレシーブは，それらに取り組みはじめると

きに，新たな課題としてでてくる。サービスの練習を始

めると， トスの高さや体・ラケットに向きや振り方など

を工夫して，技能の習得に努めようとし，サービスが入

れば，レシーブを返すという課題ができる rラリーに
ならないのでレシーブを返したいJ. r振り遅れないよ
うにJ rボールをよく見るJといった工夫は rサーブ
がコート内に入った時や，レシーブが返せ，打ち合いに

なった時すご、く楽しい」とラリーにつなげたいという気

持ちがあるからだと思う。 rラリーの勝負で決まるんじ
ゃなくてボレーやスマッシュなと、もあって変化があって

おもしろい」のように，ボレー・スマッシュといった技

能にも意欲的に取り組んでいる。ロビングから始めたこ

とは.rずっと後衛同士でラリーをしていると思ったら，
前衛の人がボレーでリズムを変えるなど，色々な流れを

作れるところJという，異なる役割を担った2人で1チ

ームという特性を理解したものと思う。

③戦術を考えることについては r相手のいないところ
への返球J r左右に振って相手を動かすJ r打ちにくい
場所に打つJ r二人の聞に打つJ r.返せたものの勝ちJ
「ロビングの打ち合いJ rライン際に打つJなどのよう
にプレーするために「相手の動き方を見て判断しJたり，

f相手の動きも考えながら，自分の動きも考えJたり，

「チームプレーが必要Jと感じたことは，初IL'、者として
は十分ではないが，戦術的な意図が出はじめ，ロビング

をゲームの中で活用できたところもあることから，ロビ

ングからはじめたことの効果が現れているものと考え

る。

今回の授業でソフトテニスを「ロビングからはじめJ

たことについては，ラリーを続ける楽しさのために，い

ろいろ工夫し，そのことがその他の技能を習得すること

につながり，ゲームの中でも工夫するなどさまざまな面

で効果があったと，思う。いろいろな球質のボールに対し

てロビングで返すということや，ロビングを戦術にいか

すということについては，不十分なところもある。授業

で工夫できることも含めて，さらに生徒たちが意欲的に，

考え，工夫し，技能の習得をめざすような授業をめざし

ていきたい。
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